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1　は　じ　め　に

日射量は，果実の肥大や水稲の生育等作物の収量品質に

大きな影響を及ぼす気象要素であることがこれまで行われ

てきた研究成果から明らかになっている1・2’。ここでは，

この日射量を組み入れたリンゴの開花予測モデルを作成し

たので報告する。

2　試　験　方　法

対象品種は，‘ふじ（マルパカイドウ台）。予測モデル

作成に使用した開花始期は，1981年～1996年に宮城県園芸

試験場作況調査蘭において観察されたものである。気象デー

タは1981年～1996年の仙台管区気象台の日平均気温と日額

算日射量を使用した。

予測モデルの作成は．ノンパラメトリック法3・1’によっ

た。発育速度（Developmentalrate，以下DVRという）

の計算は．2次元ノンパラメトリック法DVR解析のため

のプログラム「2DIMNON」51を使用した。平均気温の

刻み幅を1℃，日射量の刻み幅をlMJとし，予測開始時

期は温度変換日数法により求められた最適起算日である3

月1日に設定した。

予測モデルは，日射邑組み込みの効果を検討するため．

平均気温から予測するモデル（以下，気温モデルという）

と．平均気温と日射量から予測するモデル（以下，気温日

射モデルという）の2つのモデルを作成した。

3　試験結果及び考案

気温モデルのDVRを図1に示した。DVRは平均気温

に対し直線状になり，平均気温にほぼ比例して大きくなっ

た。

このDVRを各年に当てはめて得られた予測開花日を

表1に示した。開花始期観測日と予測開花日の差（誤差）

の平均は1．8日，最大値5日，榛準偏差2．1日であった。

気温日射モデルのDVRを図2及び図3に示した。平

均気温，日射量に対するDVRは共に直線状になり各要因

にほぼ比例して大きくなった。これらのDVRを各年に

当てはめて得られた予測開花日を表1に示した。誤差の平

均は1．4日，最大値4軋標準偏差1．6日であった。

両モデル共に誤差の標準偏差は，予測開始日（3月1日）

から開花始期観測日までの日数の標準偏差5．3日を下回っ

た。誤差の標準偏差が，開花の年次変動の棲準偏差よりも

大きければ予測モデルが悪いか，あるいは開花の年次変動

が小さいことから予測することの意味が少ない3）。
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予測モデルの当てはめ結果

観測値　　　気温モデル　気温日射モデル

年開花　日数●　予　測　誤差　予　測　誤差
始期　　　　　開花日　　　　開花日

（月．日）（日）（月．日）（日）（月月）（日）
1981　5．4　　64　　5．4　　　0　　5．2　　－2

1982　5．5　　65　　5．2　　－3　　5．3　　－2

1983　4．28　　58　　4．29　　1　　4．29　　1

1984　5．18　　78　　5．16　　－2　　5．18　　　0

1985　5．4　　64　　5．6　　　2　　5．8　　　4

1986　5．6　　66　　5．5　　－1　　5．5　　－1

1987　5．1　　61　　5．4　　　3　　5．2　　1

1988　5．1　61　　5．3　　　2　　5．2　　1

1989　4．27　　57　　4．27　　　0　　4．26　　－1

1990　4．26　　56　　4．29　　　3　　4．29　　　3

1991　4．26　　56　　4．29　　　3　　4．28　　　2

1992　5．3　　63　　5．2　　－1　　5．3　　　0

1993　5．4　　64　　5．5　　1　　5．5　　1

1994　4．28　　58　　5．3　　　5　　4．30　　　2

1995　4．30　　60　　4．30　　　0　　5．1　1

1996　5．7　　67　　5．6　　－1　　5．7　　　0

平　均■■　　　　　62．4　　　　　1．8　　　　　1．4

捷準偏差　　　　　5．3　　　　　　2．1　　　　1．6

注．　＊：3月1日から開花始期観測日までの日数
＊＊：絶対値の平均

一139－



東北農業研究　　第　50　号　（1997）

DVR（気温日射モデル）
0．040

0．035

0．030

0．025

0．020

0．015

0．010

0．005

0．000

－0．005

－0．010

ー2　0　2　4　6　8101214161820

平均気温（℃）

図2　平均気温に対するDVR

以上のことから両モデル共に開花始期の予測に利用でき

ることが示され，日射韻を組み入れた気温日射モデルの方

がわずかではあるが予測精度が高い結果が得られた。

4　ま　と　め

ノンパラメトリックDVR法による　－ふじ’の開花始

期予測には，平均気温から予測するモデルと，平均気温と

日射星から予測するモデルの両モデル共に利用でき，日射

量を組み入れたモデルの方の予測精度が高かった。
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